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　症状の 安定 した 小児期発症 の 気管支喘息患者 で ，ダニ 抗原 （Dermatofagoides　tarinae）に 対 して RAST
score 　 2 以上 に 感作 され た症例 28名 （男22名，女 6名，平均 15歳）に つ い て，ダニ 抗原で刺激 した 際 の

末槍血白血球 の SRS・A 遊離能 と気管支喘 息の 各種背景因子 との 間 の 関係 を検討 し，次 の 成績 を得た．

　1｝白血球 の SRS −A 遊離能 は 喘息患者 の 方 が健常者よ り有意に高か っ た ．

　2｝白血球 の SRS −A 遊離能は喘息の 発症年齢が低 い 者ほ ど高 か っ た．

　 3｝白血球の SRS ・A 遊離能は 重症度 の 高 い 老 の 方 が 重症度 の 低 い 者 よ り有意 に 高 か っ た．

　 4｝白血球の SRS −A 遊離能は ハ ウス ダ ス トに よ る 皮内反痣の 強 さと相関 した，

　 5｝白血球の SRS ・A 遊離能は 好塩基球 の 比率 お よ び好酸球 の 比率 と相関 し た．

　以上 の成績か ら，末梢血白血球 の SRS −A 遊離能 が RAST 　score や皮膚反応 と同様 に 気管支喘息の 病

態を反映して い る こ とが 示唆 され た ，
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は じめ に

　気管支喘息の 病態に つ い て は，い まだ充分な解 明が

なされ て い る とは 言 い 難 い ，しか し，その 症状発現 は，

気道の 肥満細胞 （mast 　celD な どか ら遊離し た化学伝

達物質 （chemical 　med ；ator ）に よ る直接的な，ま た は

迷走神経 を介 して の 間接的な刺激 に よ る気管支平 滑筋

の 収縮 に 基 づ くと考 え られ て い る．従 っ て ，chemical

mediator は喘息の 発症 に お い て 重要な役割の
一

端を

担 っ て い る と考え ら れ る
1｝，

　す で に，chemical 　mediator の うち ヒ ス タ ミ ソ に 関

して は
， 喘息 の 病態 に お ける役割 に つ い て 多くの 検討

が され て い る．slow 　 reacting 　 substance 。f　 ana −

phylaxis（以下，
　 SRS・A と略）に 関し て は Brocklehurst
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Abbreviations： FEV 、．。　 forced　expiratory 　volume

in　 one 　second ；　FVC 　　forced　vital　 capacity ；

RAST 　radioallergosorbent 　test茎　 RT ・Ach　 re ・

spiratory 　threshold　for　 acetylchollne ；　RT・H 蛉t

respiratory 　threshold　fol　histamine； SRS ・A

SIOw 　 reaCting 　SubStanCe 　 of　anaphylaxis

ら
21
の 研究以来，種 々 の検討が な され て きて い る．さら

に ，SRS・Aは 近年そ の 化学構造が明 らか と な り， ロ イ

コ 団 エ ソ （以下 LT と略）と命名 され，　 LTC 、，　LTD ， ，

LTE 、の 混 合物で あ る こ と が判 明 して ，一
層注 目を浴

び て い る
31．SRS−A の 喘息に お け る重要性 は

， 喘息治療

の 場合 に 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 が 必 ず し も有効で な い こ と，

鵯息患者 の 喀疾や抗原刺激 し た 肺 の 權流液中 に SRS−

A が 検出 され る こ と，SRS・A を ヒ トに 吸 入 させ ると気

道攣縮 が お きる こ と，
ヒ トお よ び モ ル モ

ッ ト の 成績で

は，SRS・A は 末棺気管支 に 選択的 に 作用し，ヒ ス タ ミ

ソ よ り も緩徐 で ，持続的か つ は る か に 強力な収縮をお

こ す
3，−6，

こ とな どか らうか がわれ る．従 っ て ，SRS −A
の 遊離能と臨床的背景 との 相関を検討する こ と は 驕息

発症 に つ い て の 研究に お い て 意義の あ る こ とと考えら

れ る ．SRS−A は 生体内で 遊離 さ れ る 量が鐓量 な こ と ，

速や か に 分解される
Tl

こ とな どか ら，喘息患老の 気管

支，肺，血 液中 な ど in　vivo に お け る SRS −A を直接証

明するの は 現在 の と こ ろ困難で ある．一方、in　vjtro に

お い て は 特異抗原刺激 に よ っ て 白血球か ら SRS ・A を

遊離させ ，そ れ を測定する方法が確立 されて い る
e）．す

で に ，特異抗原刺激 に よ る末檎 血 白血 球 か らの ヒ ス タ

ミ ン の 遊離 と枯草熱 の臨床的背景と の あい だ に は 相関
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が認め られ る
9
怯 の 報告が あ る こ とか ら， 我 々 は 気管

支喘息患老 の 末搶血 白血球 に 特異抗原 を作用 させ た 際

の SRS・A の 動態 に つ い て 観察す る とともに，その 臨

床縁と い か な る関係を有す る か に つ い て検討し た．

対　象

　名古屋大学第
一

内科お よ び関連施設に 入 院中また は

通院中 の 小児期発症 の ア F ピー
型気管支喘息患老で ，

ダ ニ 抗原 （DermatoPhtrgeldes扣万  8 ：以下 ，
　 DF ．と

略） に 対 し radioal 重ergosorbent 　test（RAST 〕score　2

以上 の 症例 28例（男22名，女 6 名，年齢 11−29歳，平均

16歳）と， 健常者 9名（男 7 名， 女 2名，年齢15−33歳，

平均23歳）を対象 とした．

　過去 1年問 の 喘息患者 の 重症度 は
， 日本 ア レ ル ギ

ー

学会気管支喘息重症度判定基準に 従えぽ，軽症22名，

中等症 6名で ，症状が安定 して お り，原則 と し て 薬剤

に よ る 治療を施行 して い なか っ た．各種の 検討は全て

の 薬剤を 12階間以上中止 した後に 施行し た ．

方　法

　1）D ．F．抗原刺激時の 白血球 か らの SRS−A 遊離

　対象者か ら採血 した ヘパ リ γ 加静脈 血 2G−301nlに 半

量 の O．OIM 　ethylenediamine 　tetraacetic 　acid

〔EDTA ）加 6％デ キ ス ト ラ ソ （分子量 177，00  を加

えて 混和 し，室温に 60分間静置 した ．上屠 の 白廠球層

を採取 し，400Xg で 10分間遠心 して 得 られ た 細胞分画

を Eagle−minimum 　essential 　medium （MEM ）で 2 回

洗浄 した後．TyrOde液 に 再浮遊 させ ， 細胞数を 1×

107fm1に 調整し た．

　 こ の 白血球浮遊液1m1 に ，最終rkStDZ　1　PNUfm 】に

な る よ うに D．F．抗原（Hollister・Stier社）を 加 え，37℃

で 20分間作用 させ た後 ， 氷水中で急冷 して反応を停止

させ，1600× g で 30分間冷却遠心 した ．得 られた 上清を

8G％エ タ ノ ール で抽出 し，　SRS −A の 測定時ま で
一8e℃

で 保存 した．

　2） SRS・A の 測定

　SRS・A の 測定 は モ ル モ ッ ト 回 腸 片 の 収 縮 に よ る

bioassayで 行 っ た ．すなわち，回腸片を 32℃ の Tyrode

液の 入 っ た マ グ ヌ ス 管 （容量 5m1）に 懸垂 し，さらに 検

体測定 に先立 っ て 5x10 −7M
の ア ト ロ ピ ソ （atropine

sulfate 　monohydrate ，和光純薬）と， 1× 10』°M の メ

ビ ラ ミ ン （mepyramine 　maleate ，　Sigma　Chemical）

を加え、ア セ チ ル コ リ ン と ヒ ス タ ミン の 影響を除い た．

　 モ ル モ ッ ト回 腸片 の 収縮高 は 等張性 F ラ γ ス デ ュー

サ ー （ME4012 ， エ ム ・イ ー… コ マ
ー

シ ャ ル ）で 測定し，

ペ ソ レ コ
ーダー

（WM401 ，　 World 　Medicat）で 記録 し

た ．

　SRS ・A の 1単位 （U ）は ヒ ス タ ミ ン 5ng！ml に相当す

る 収縮高 と し た．

　 3）好塩基球数 お よ び 好酸球数 の 測定

　採血 し た ヘ パ リ ン 加静脈血 の
一部を用 い て 好塩基球

数は Moore ら
lo ）

の 直接算定法で，好酸球数は塗抹標本

を メ イ
ー
ギ ム ザ染色 し た もの で 算定 した ，

　4） ア セ チ ル コ リ ノ 吸入閾値 お よ び ヒ ス タ ミ ソ 吸 入

閾値の 測定

　牧野ら
11 ｝

の 方法に 準 じて行 っ た．すなわ ち ，acetyl ・

choline 　 chlor 三deお よ び histamine　 dihydrochloride

を 生 理 食塩 水 で 溶 解 し，
acetylcbeline 　chloride 　lま

78−20000μ g ／ml ，　 histamine 　dihydroch！oride は

39−100DOμ g／m 】の 範囲 の 倍数希釈系列を作成 した．日

商式 吸入 コ ソ プ レ ッ サ
ーK 型 と 間歇 吸入 ネ ブ ラ イ

ザ ーを用 い て ，
こ の 希釈液を濃度 の 低い もの か ら碩次

3分間吸入させ ， 1
’
秒量 が 初 め て 20％以上低下 した時

の 濃度を そ れぞれ ア セ チ ル コ リ ソ 吸入 閾値 respir ・

atory 　threshold　for　acetylcholine （RT ・Ach）　と ヒ ス

タ ミ ソ 吸入閾値 respiratory 　threshold　for　histamine

（RT ・Hist） とした，

　なお 、 FEV ，．。 と FVC の 測定 は 全 自動肺機能濔定装

置 MIO  B （System　Research　Laboratory） に よ り施

行し た．

　5） se　lgEと D．F．に対す る特異的 IgE抗体の測定

　総 IgE は radioimmunosorbent 　test（RIST）法 で 測

定し た ．D．F、に 対す る特異的 lgE 抗体は RAST 法 に

よ り RAST 　score として 表 した．なお，　 RAST 　score

は レ フ ァ ラ ン ス 血 清の radioactivity を基準に 0 − 4 の

5 段階で表現し た
12 ）．

　 6） ハ ウ ス ダ ス ト抗原 に よ る 皮内反応

　 ハ ウ ス ダ ス ト抗原 1000倍液 （ト リ イ）0．04m1を前腕

皮内に 注射し，15分後 に 発赤お よ び膨疹径を測定し，

Normani3 ｝
の 判定基鞫 こ従 っ て 評価し，　 O − 4 の 評点で

表 し た ，
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onset 　was 　obsen ・ed ．

結　果

　1）ダ ニ 抗原 刺激時 の 気管支喘息患者 お よ び 健常者

末檎 血 白血球の SRS・A 遊 離能

　特異抗原で ある ダ ニ 抗原刺激時 の 末 梢血 白血 球 の

SRS −A 遊離能を気管支喘息患者 と健 常者 とで 比較す

る と，気管支喘息患老 28名 で は 平均30．6± 4．4U，健常

者 9 名で は 平均L8 ± 1．8U と 気管支喘息患 者 の 方が

健常者よ り有意 ⊂p＜o．oo1）に 高 か っ た （Fig．1），ま

た ，
ダ ＝ 抗原刺激時の 末梢 血 白血 球 の SRS ・A 遊離能

を気管支喘息の中等症群 と軽症群 とで 比較す る と，中

等症群54．  ± 11．OU ，軽症群24．2± 5．2U と中等症群は

軽症群 よ り末梢血 白血球 の 特 異抗原 に よ る SRS・A 遊

離能は有意 （p 〈 0．02）に 高 か っ た （Fig，1）．なお，気

管支喘息患老28名 の うち RAST 就 ore が 2 の 者が 1

名 ， 3 の 者が 3 名， 4 の 者が 24名 とほ と ん ど RAST

score 　4の た め，各 score 問 の SRS ・A 遊離能 の 比較 は

難し か っ た．

　2）末梢血 白 血 球か ら の SRS・A 遊離能 と気管支喘

息発症年齢との 関係 （Fig．2）、

　 ダ ニ 抗原刺激時 の 気管支喘息患者 の 末檜血 白血 球 の

SRS・A 遊雌 と気管支喘息発症年齢 との 関係 に つ い て

重症度別 に 検討した．軽症群 で は 発症年齢の 低 い 者 ほ

ど白血球の SRS −A 遊離能は高 く，両老の 間 に は r ＝ −

0．647 （p ＜ 0．OI）と有意の 相関がみ られ た．ま た，中

等症群 に つ い て も， 同様の 傾向がみ られ た．しか し．

末稍血 白血 球 の SRS・A 遊離 と年齢や 罹患年数 との 間

に は 相関 は 認め ら れ な か っ た．

　3）末構血 白虚球 の SRS ・A 遊離能 と ア セ チ ル コ リ

ソ 閾値お よ び ヒ ス タ ミ ソ 閾値 との関係

　ダ ニ 抗原刺激 に よ る気管支喘息患者 の 末棺 血 白血 球

の SRS −A 遊離能 と ヒ ス タ ミ γ 闘値 との 間 に は相閧は

認 め られな か っ た （r ；− O．162，p ＞ 0．5）．同様 に SRS・

A 遊離能 とア セ チ ル コ リソ 閾領 と の問に も相関 は認

め られ なか っ た （r ＝ O．238，p ＞   ，3）．

　4）末梢血 白血 球 の SRS・A 遊雌 能 とハウ ス ダ ス ト

に よ る皮内反応 との 関係 （Fig．3）

　 ハ ウ 入 ダ ス F に 対する皮内反応を気管支喘息患者17

名 で 行 っ た と こ ろ，皮内反応強度 が 4 ＋ の 者が 10名，

3 ＋ の 名が 6 名， 2 ＋ の 者が 1名で あ っ た． こ の 皮内

反応 の 強さ と ダ ニ 抗原刺激時 の 末梢血 白血球 の SRS・

A 遊離能 との 関係をみ る と，ハウ ス ダ ス トに よ る皮内

反 応 が 4 十群 で 47．5± 6．7U， 3 十 群 で は 27，8± 6．IU

で あ り， 前老 で 有意に高か っ た （p く 0．G5）．

　5）末梢血 好塩基球比率 お よ び 好酸球比率 との 関係

　気管支喘息患者 10例 に お け る D ．F．抗原刺激 に よ る

末稱血 白血球の SRS・A 遊離能 と末梢血好塩基球比率

（脇）との 関係をみ る と （Fig，4）， 好酸基球比率が大き

い もの ほ ど SRS・A 遊離能が高 く，両者 の 間 に は r ＝

  ．63 （p〈 0．05）と有意な相関が認め ら れた．さ らに ，

D．F．抗原刺激 に よ る 気管支喘 息患者 10名 の 末梢血白血

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

安 田 行信他 191

80

60

　

　

　

40

（
⊃）
《，
匂ワ

窪

の

r
−一一

ρ〈0．G5一
　 　 　 　 　 ●

9

エ
⊥

●

　

●

●

●

壬
303

●

t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　　　　　0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＋3　 　 　 　 十 4

　　　　　　　 1nte〔5ity　of 　 skin 　reac ヒbn

　Fig．3．　 Relation　 be．tween 　 the　 intensity　 of 　 skin

react1on 　 to　 house　 dust　 and 　 SRS ・A 　 rdease 　 from

peripherai　blood　leuk  ytes　cha 鞭enged 　with 　Der−

〃 vatopiiqgofdes 　fan
’
nae ．

20

　

　

　

旧

（
⊃）
く，
の

窪
の

霊

　 　 o

　 ■

●

3　 　 。

　 ●

（
〕）
く，
匂疇

ぼ
の

●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ％eBasophiis

　Fig，4．　Rdation　between％・ basophils　and 　SRS −

Are 】ease 　from　periphera！blood｝eukocytes 　challen ・

ged 　with 　DennatoPh‘lgDides　fan
’
nae ．

　　 球 の SRS−A 遊離能 と末構 血 好酸球比率 （％）との 関係’・
　　 をみ る と（Fig．5），好酸球比率が大 きい もの ほ ど SRS −

　　 A 遊離能が 高く ， 両者の 間 に は r ＝ G．64 （p ＜ 0，05） と

　　 有意な相関 が認め られた ．

1

鏨

考 　察

　ダ ニ に感作 され た ア F ピ ー
型気管支喘息患者の 末梢

血 白血球 を ダ ニ 抗原 で 刺激 した 際 に は 有意な SRS ・A

遊離が認め ら れ た が，健常者 の 場合 に は 極め て 少量遊

　 　 　 　 　 0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5　 　　 　　 　 10

　　　　 　　　　　 ％ 　　　EosinoPh …r

　Fig．5．　Relatien 　between 　％　 eosinophils 　 an

SRS・A 　release 　from 　peripheral 　b］ood 　leukocyte

chal】enged 　 with　Dermatopittrgoides 　fan ’ nae

離 した 1 入 を 除 い てはSRS・ A は全 く 遊離 し な

っ た．
さ

らに，SRS − A の 遊 離を重 症 度 別 に みた場

，中 等症の者が 軽症者よ り も高

った． 　Norman ら 9 〕 は ヒスタミγ 遊離試 験 の 成

が
ア

レ ル ギーの 臨 床と相 関 す ると
述 ぺて い る が ，

回の 我 々の 成績 か ら ， 特異 抗 原に よ る 末槽血白血 球

SRS − A 遊 離 能も気管支喘息 の病態 を反映す

と考えら れる． 　末稱血 白血球 のSRS ・A 遊 離能

気管支喘息の臨床 的 背景が関 連 を持 つ と い う 本 研

の結 果につ いて二通 りの 解 釈 が
考 えられよう，す

わち， 末梢血白血球が 喘 息 の病態に直接的 に あ る

は 間 接的に関 与して い る という 可 能 性 と， なんら

の機序によっ て見 か け 上両 者に 関 連が生

ているとい う 可 能 性 で ある ． 　 ま ず 前 者 に つ いて

議論 が 多 いところで は あ る が ，

ﾈ 下のような報告がされ て いる ． 　好 塩基球 は ，

息発作の際に 末 梢血 中か ら
消失し， 喀痰中 や 気道に 検出

される

4 ） ． SRS・A は また 好 中球 tSl や好酸球16）からも遊

される。 さらに，neutrophilchemotactic 　facto

iNCF ）カ；抗原 吸 入誘発17 ｝ま た は 運動誘発 lt

＝ よ る気道収縮 の 際 レ 末 稍 血中に 検 出さ れ ること

明 らか にな っ て いる ． こ れ らの 観察は，末構 血 中

白血球が気道に集 合し て 臨 床 症 状 発現や 症 状 の

C 飾に役割を 果 た し て
い るこ と を示唆している ． 　

方後 者につ い ては，1つ の 可 能 性 を あ げ れ ば ， ・ 末

ｽ血白血球の SRS ・A遊 離能が亢進して い る の と 同

， 気道緬胞のSRS − A 遊
離 能も 亢 進 してい て ， その た

め両 者 の 反応性 が 相 関 す る 田
）ため

かもし れない．この 場

には 気道 で の ア レ ル ギー 現象の

部 を in 　 vitro で 再 現 して見て い る こと に

る． 　い ず れ の 機 作 に よる かは今後 の 研 究 を待たね ぽ な ら
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ない が
， 少な く と も今 回 の 我 々 の成績は気管支喘息患

者の 特異抗原刺激 に よ る 末楕血 白血球 の SRS ・A 遊離

能が気管支喘息 の 病態を反映 して い る こ とを示唆 し，

ア ト ピ ー型気管支喘息患者 に お い て は SRS −A な ど の

chemical 　 mediator の 遊離能 の 潛 在 的 な 亢 進が あ

り
20 〕

，そ の こ と が気管支喘息の 病態に 基本的な特微と

考 え られ て い る 気道過 敏性
21 、

と ともに 大 きな意義を

持 っ て い る と の報告を裏づ け る もの で あ る．

　今回 の 研究 で は ，小児期発症の 7 ト ピ ー
型気管支 喘

息患 者 で は 発 症年 齢 が 低 い 者 ほ ど末梢血 白血球 の

SRS −A 遊離能は高か っ た が，気管支喘息 の 予後は 発症

年齢 が 低 い 者 億 ど不 良 だ
：2，とい わ ね て お り， 気管支喘

息 の 予後 は SRS・A の 遊離能の程護に よ っ て 影響 され

る 可 能性 があ る，

　SRS−A は 気管支平滑筋取縮活性以外 に 強 力な血管

透過性亢進，粘液分泌充進作用 を持つ こ とが 判明し て

お り，こ れ らの 作用 が強力 なゆえ喘息症状が慢性化 し

た り，あ る い は 顕性化 しやすい とも考え ら れ よ う，

　気道過敏性は気管支瑞息 の 病態に お け る基本的特徴

で あ る
21，，し か し，今回 の 研究 で は 気道過敏性と SRS・

A 遊離能 との 間 に は 相関がみ られ なか っ た．こ れ は ，

SRS −A 遊離能 と気道過敏性 と は 気管支喘息の 病態 に

と っ て独立 し た 因子 で ある こ とを意味し て い る か もし

れな い ．Ceckcreゴt ら
23 、

は ヒ ス タ ミ ン 吸入閾値 と皮膚

反応強度 との 間 に 相関がある こ とを示 し た が，今回の

研究で は 非特異的 な気道過敏牲と SRS −A 遊離能 との

間 に は 相関は み られ な か っ た．こ の よ うな相違は お そ

らく，実験 に 用 い た 抗原が違 う こ と，実験条件 が 同 じ

で な い こ と，肺機能検 査 は SRS・A 以外 の い くつ か の

chemical 　 mediator に よ っ て 影響 さ れ る か もし れ．な い

こ と ， ある い は低年齢 の 子供が肺機能検査 に 稚拙 な こ

とな どに よ る で あ ろ う．

　ダ ニ で 刺激 した際 の 末梢血 白血球 の SRS −A 遊離は

ハ ウ ス ダ ス トに 対す る 皮膚反応 が 4 ＋ の群の方が 3 ＋

の 群 よ りも高か っ た． こ の 所見は 皮膚反応 の 強度が末

檎血 白血 球 の SRS・A 遊薙能 を 反映 して い る こ と を示

唆し て い る．

　SRS −A 遊離能は 末構 血 の 好塩基球y．に 相関 し て い

た．今回 ，
ダ ニ に対する RAST 　score が 全患者 で 2以

上 で あっ た，こ の こ とは
， 全患者が ダ ニ で感作さ れ て

お り，好塩基球 に ダ ニ に 特異的 な IgE抗体が付着 して

い る こ とを示唆 して い る．こ れ ら の 特異抗原に 出会 っ

た時 に SRS −A
「
が遊磯 され る の で あろ う．

　SRS・A は 好塩 基球や 肥満細胞 以外 に 好 中球 や 好酸

球な どの種 々 の 細胞か ら遊離する こ とが判明 して い る

こ と・肺 で は 肥 満細胞は prlmary　mediator を遊離す

る がそ の刺激に よ っ て，む し ろ他 の 細胞が主 に SRS −A
を遊離す る こ と を示唆す る 報告 もあ る

洲

こ と か ら ， 末

梢血 自血 球 を特 異抗原 で 刺激 した際 に 遊離 され る

SRS ・A も好塩基球以外の 細胞 に 由来する 可能性 は 否

定で きな い ．しか し，上述 の よ うに 末榾血 白血球 の

SRS ・A 遊 離 は 好塩 基球％。 と相 関す る こ とか ら好塩基

球が中心 的役害9を果た し て い る と考えられ た．

　今回 の 研究 で 末梢血中の 細胞数は好塩基球数で な く

総 白血 球数 で 調整 した．こ れ は ，末榾血 白血球 に ご く

少数 しか 存在 し ない 好塩基球を機能を損なわずに 単離

する こ とが困難だ っ た か らで ある．

　ダ ニ で刺激 した際 の 末稍血 白血球 の SRS−A 遊離能

は 末稍血中 の 好酸球数 と相関 した．好酸球は種 々 の 酵

素を 多量に 含ん で い て
25126〕血 中 の chemical 　mediator

を不 活化する こ と が知られ て お り，即時型 ア レ ル ギ ー

の 回復に 重要な役割 を果た し て い る と考え られ る
27｝，

しか し，SRS−A お よ び ア ラ キ ドソ 酸由来の 他の 種々 の

chemical 　mediator が 好酸球 か ら遊離 され る とい う報

告
16）もある。従 っ て．即時型 ア レ ル ギ ー

の 際の 好酸球の

役割に つ い て は さらなる研究 が 必要 で あろ う．

結　語

　症状 の 安定 した小児期発症の 気管支喘息患者で，ダ

ニ 抗原 （De ？7natoPhagoides 　fan
’
nae ）tこ 対し て RAST

score 　2 以上 に感作 され た症例28名 （男22名，女 6名，

平均 16歳 ） に つ い て ，ダ ニ 抗原で 刺激 し た 際 の 末梢 血

白血 球 の SRS −A 遊離能 と気 管支喘息の 各種背景因子

と の 間の 関係を検討 し，次 の 成績を得 た．

　1） 白血球 の SRS・A 遊離能は 喘息患者 の 方が健常

者 よ り有 意に 高 か っ た ．

　2）白血球の SRS ・A 遊離能は 喘息 の 発症年齢が低

い 者 ほ ど高か っ た．

　3） 白血 球 の SRS−A 遊離能 は 重症度の 高 い 者 の 方

が重症度 の 低 い 者 よ り有意に高か っ た ．

　4） 白血 球の SRS・A 遊離能 は ハ ウ ス ダ ス ト に よ る

皮内反応 の 強 さと相関 した ，

　5）白血球 の SRS −A 遊離能 は 好塩 基球 の 比 率お よ

び好酸球の 比率と相関 した．

　以上 の 成績か ら，末梢血 白血球の SRS−A 遊離能が

RAST 　score や 皮膚反応と同様 に 気管支喘息の 病態を

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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反映し て い る こ とが示唆 され た．

安田 行信 他

　本論文の 要旨は，第33回 日 本ア レ ル ギ
ー

学 会総会 に お い

て 発表 した，

　稿 を終 わ るに あた り，御校閲を賜 りま した 齋藤英彦教 授，

ご 協力 い た だ きま した 研究室各位，森武彦 医 讎に 深 謝 い た

します．
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             RELEASE  OF  SLOW  REACTING  SUBSTANCE  OF  ANAPHYLAXIS  FROM
                   PERIPHERAL  BLooD  LEUKOCYTES  CHALLENGED  WJTH  A

                           SPECIFIC ANTIGEN  (MITE) IN PATIENTS

                             WITH  ATOPIC  BRONCH[AL  ASTHMA

                    Yukinobu Yasuda, Osamu  Kounou, Yasunobu Totani, Takashi Itoh,

                              Yoshlnori Hasegawa  and  Kaoru  Shimokata

                T7ie First Depvi rtment of in teinai lhdicine. Alageya Unite,sit.y Schooi of Medicr'ne

   The  release  of slow  reacling  substance  of anaph.}rlaxis (SRS-A) from peripheral  b]ooci leukecytes challenged  with  a
specific antigen,  mite  {Dennatophagoicees fon'nae) was  studied  in 28 asthFnat{c  patients  who  had been sensit[zed  bv
mite.  The resuits  were  as  foll,ows:

   1) The release  of SRS-A was  significantlyhigher  in patlents wlth  bronchial asthma  than  in healthy subjects.
   2) The  release  of SRS-A inversely correlated  with  the age  of onset  of bronchial asthma.

   3) The release  ef SRS-A was  signLficantly  higher in patients with  moderate  asthma  than  in those with  mild

asthma.

   4) The reiease  of  SRS-A  correlated  with  the intensity ofskin  reaction  to house dust.

   5} The  release  of  SRS-A  correlated  with the percentage of  basophils as  well  as with  that of eosinophils  in
peripheralbloodleukocytes,

NII-Electronic  


